
令和３年度第２回総合教育会議 議事録

１ 開催日時

令和 3年 8月 18 日（水） 13:30～15:00

２ 出席者

(１)構成員 市 長 園田 裕史

教 育 長 遠藤 雅己

教 育 委 員 渡邊 敬

教 育 委 員 佐古 順子

教 育 委 員 中嶋 剛

教 育 委 員 前田 愛

教 育 委 員 船橋 修一

(２)説明者 教育政策監 西村 一孔

教 育 次 長 吉村 武史

教育総務課長 児玉 英輝

学校教育課長 橋口 智秀

(３)事務局 企画政策部長 渡邉 真一郎

企画政策課長 石山 光昭

３ 協議

（１）市民満足度調査（子育て・教育関係）の結果について

（２）教職員の働き方改革について

（３）地域における学校の在り方について

４ その他

５ 閉会

[資料]

１ Ｒ３市民満足度調査結果（子育て・教育関係）

２－１ 公立学校における働き方改革の推進（文部科学省資料）

２－２ 大村市立小中学校教職員の時間外勤務の状況
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企画政策部長 渡邉 真一郎

定刻となりましたので、ただ今から令和 3年

度第 2回総合教育会議を開催いたします。本日、

司会を務めます大村市企画政策部の渡邉でござ

います。どうぞよろしくお願いいたします。

会議に入ります前に、お手元の資料のご確認

をお願いいたします。まず会次第と、資料 1「Ｒ

３市民満足度調査結果（子育て・教育関係）」、

資料 2－1「公立学校における働き方改革の推進

（文部科学省資料）」、2－2「大村市立小中学校

教職員の時間外勤務の状況」、以上の 3点でござ

います。資料の不足等ございませんか。それで

は会次第に沿って進めてまいります。開会にあ

たりまして、大村市長園田裕史がご挨拶を申し

上げます。

大村市長 園田 裕史

皆さんこんにちは。本日は令和 3年度第 2回

総合教育会議に雨の続く中、また新型コロナウ

イルス感染症が連続して発生している中、お集

まりいただきまして、誠にありがとうございま

す。挨拶の前に 2点ですが、先週の 12 日から続

いている雨でございますが、特別警報が出たま

まだったのですが、今朝方、洪水警報と土砂災

害警戒情報が解除されまして、今は大雨警報だ

けです。このまま降らなければ、警報が解除さ

れれば良いなと思っていますけれども、分かり

ません。ということで、避難所は縮小して今朝

からは 8か所から 3か所に絞って開けておりま

す。避難者もあまりいらっしゃらない状況で、

被害もこれまでに 19 件ぐらいですけれども、全

部軽微なもので復旧していて、特に土砂崩れや

通行止めなどはないような状況でございます。

とは言いつつ、長雨によって土砂が崩れやすく

なっていますので、土砂崩れがないように、河

川の事故がないように、注意していきたいと思

っております。あわせて数字を 1週間追ってい

きますと、去年の 7月豪雨災害がどれだけすご

かったか、どれだけ短時間に集中的にというこ

とだったかということが数字上見えて、昨年の

雨が本当にすごかったなと思います。今年もこ

うやって雨が続きますと、危険だなと思うので

すが、去年と比べたら言い方は悪いですが数字

上はないのですね。去年の経験を活かして、今

年の対応をさせていただいておりますので、事

故がないように努めてまいりたいと思っており

ます。

それともう 1点は、新型コロナウイルス感染

症のワクチンのことですが、お陰様で前回の総

合教育会議から今までの間で 20 代まで接種券

が配られています。渡邊先生もいらっしゃいま

すが、大村市は本当に、医師会のご協力が絶大

で極めて順調に進んでいて、他の市町のように

接種券は配っているけれども予約の幅を狭めて

いたり、枠を絞っていたり、予約が取れないと

いうことはありません。ワクチンの数が確実に

あって 20代まで接種券を配っているので、予約

は確実に取れますし、幅も狭めていません。今

後 10 代については、教育長と随時意見交換をし

ながら慎重に、特に義務教育期間は親御さん方

にも協力をいただいて、個別に医療機関で対応

できるように、しっかり対応していきたいと思

います。16 歳より上に関しては、一日でも早く

接種券をお配りして、接種していただきたいな

と思っているところでございますのでよろしく

お願いいたします。

それでは改めまして、総合教育会議ではいつ

もと同じように皆さんから活発な意見をいろい

ろといただきたいと思っております。そういっ

た中で前回の総合教育会議からこの間、良いこ

ととあまり良くないこととあったのかなと思っ

ていますが、あまり良くないことというのが、

全国学力状況調査が発表されてご承知のとおり

新聞にあるように、大村市の結果があまり数値

として数字上は芳しくなかったということでご

ざいますが、これは教育長からいつも言われて

いる「一芸に秀でる子供たち」を大村の中で育
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てていくんだということを考えた時に、そんな

に悲観することはないと思っていて、ご承知の

とおり大村市の子供たちの学力が低いのかとい

うと、小学校から受験をして中学校から進学を

している子たちが毎年 60 人、70 人いて、その

ベースを作っているのが小学校での教育だと思

っている訳です。それと政策監や橋口課長から

よくお話がありますが、大村市は学力状況調査

のためにわざわざそれに向けた対策をやってい

ない。だから通常どおりの数字。それが良けれ

ば良いですが、他の市町は、全部ではないです

が市町によっては、その点数を上げるための対

策と反復の練習をして当日を迎えて点数が取れ

ているということもあるみたいなのです。だか

らそれはどうなのかなという事もあります。た

だ、良いに越したことはないので、引き続き学

力が上がるような取組みは教育委員会でご議論

いただいて取組みを強化していきたいと思って

います。とは言いつつ、今からが良い方なので

すが、「一芸に秀でる」ということを考えると、

廣中璃梨佳さんが桜が原中学校で陸上を始めて、

5,000 メートルが日本新記録、10,000 メートル

が 7位入賞ということで、本当に素晴らしい成

績をおさめていただきました。実は先週 13 日に、

市役所の秘書課に電話がかかってきて、廣中で

すが市長はいますかと、秘書課の職員がご本人

ですかと尋ねたところ本人ですということで、

雨がひどいですが今から行っても良いですか、

ということで来てくれました。皆さんにご連絡

できなかったり、雨もひどかったので盛大には

できなかったのですが、わざわざＪＡＰＡＮの

Ｔシャツを着て挨拶に来てくださいました。本

当に市民の皆さんの応援メッセージや激励に対

して感謝されていました。彼女が走った時に、

増田明美さんのすごい周到な情報が興味深かっ

たと思うのですが、富松神社の久田松宮司もさ

すがだなと思ったり、翌日、宮司に電話をした

ら、富松神社では電話が殺到しているらしくて、

本当に皆お参りに来ているらしくて、あなたは

ここから始まるんですよと、さすが宮司ですね

ということで盛り上がりました。増田さんが彼

女にインタビューした話の中で印象的だったの

が、1年延期されたから 2種目出れたんですと。

だから 1年延期ということを残念だと思いませ

んでした。お陰様で 2種目出れたんですと。本

人にその真意を聞いたら、当初は 5,000 メート

ルが本番だから 5,000 メートルだけ。だけど 1

年延びたから、5,000 メートルのタイムを伸ば

すために 10,000 メートルで練習をしていたら、

10,000メートルがぐんぐん伸びて2種目出れま

したと。結果、10,000 メートルが 7位入賞でコ

ロナのピンチをチャンスと捉えて、いつも言っ

ていますけれども、できないではなくて今でき

ることを頑張ったら結果に結びついたというこ

とで、子供たちに本当に伝えたい話だなと思っ

て、聞かせていただいたところです。そういっ

た中で、大村市の子供たちが鎮西学院の女子バ

スケットに大村の子が 3人、鎮西学院の男子バ

レーボール部は悲願の大村工業高校を倒して初

めてのインターハイ出場で、西中出身が 7名い

るんですね。彼らに聞いたら中 3の時に皆で鎮

西に行って、工業を絶対に倒してやろうぜと言

っていて、漫画のような話なのですがそう聞い

たらそうです、と。監督は、戸田監督とおっし

ゃる方ですが木場に住まれていて、私も大村市

民なので市長がいつも春高の決勝では大村工業

ばかり応援していたから私も大村市民なのにと

思っていましたと冗談も言われていました。ラ

グビーの選抜も北陽台が行きましたが、大村の

子が 5人います。つまり、元に戻りまして一芸

に秀でる子供たちというのが本当にいるんです

ね、大村に。勉強も大事だけれども、スポーツ、

芸術、ちょうど朝から激励に行ってきましたが、

大村中学校の吹奏楽部が、西中が残念だったの

ですが、6大会連続九州大会出場で、土曜日に

九州大会ですね。悲願の全国を目指していると
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いうことです。本当にスポーツだけではなくて

文化も頑張っている子供たちが、これだけ小中

学校で育っているということは、学力状況調査

で県内 1位になる以上の素晴らしいものがある

と思っています。本当に日頃のご協力のお陰で

このようになってきていることを改めて感じた

この間でしたので、本日もぜひ皆さんから忌憚

のないご意見をいただいて、良い大村市の教育

を進めていきたいと思いますのでよろしくお願

いいたします。

企画政策部長 渡邉 真一郎

ありがとうございました。それでは、次第 3

「協議」に移ります。ここからの進行は、大村

市総合教育会議運営要領第 3条の規定により市

長が行います。それでは園田市長、よろしくお

願いいたします。

大村市長 園田 裕史

まず、協議事項（１）、これは毎年ご報告をさ

せていただいていますが、市民満足度調査（子

育て・教育関係）の結果についてでございます。

この調査結果について事務局から説明をお願い

いたします。

企画政策課長 石山 光昭

企画政策課の石山と申します。よろしくお願

いいたします。事前に配布しておりました「令

和 3年市民満足度調査」、右上に資料 1と書いて

ある方をご準備ください。1ページ目をお願い

いたします。市民満足度調査の概要について記

載しております。目的は本市のまちづくりに関

する市民ニーズを把握するために毎年 5月頃に

市民満足度調査を実施しております。調査対象

者は令和 3年度 4月 1日現在で大村市に在住す

る 18 歳以上の方、こちらの方で 3,000 人を無作

為に抽出してアンケートを実施しております。

また、今年はアンケートの回答率をアップさせ

るために、今までは郵送のみの回答でしたが今

年は初めてスマホでもできるように回答を変更

しております。お陰様で回収率が下の方の色を

塗っている部分ですが 39.9％、例年は 30％から

35％なのですが、今回は 40％近い回収率となっ

ております。

続きまして内容のご説明をいたします。5ペ

ージ目をお願いいたします。5 ページ目はＡ3

の横長になっております。市民満足度 5か年比

較というもので 5ページ目です。右上の方に記

載をしておりますが、大村市ではまちづくりに

ついて 24の政策を掲げ取り組んでおります。こ

の折れ線グラフはこの 24 の政策について、「満

足」または「やや満足」とお答えいただいた方

のポイントを過去 5年間分比較したものとなり

ます。左上を見ていただくと分かりますように、

今年度実施した令和 2年度が赤、令和元年度が

黄色、平成 30 年度が青、平成 29 年が緑、平成

28 年度が紫色で示しております。このグラフか

ら分かりますように、だいたい 5年間の傾向と

言いますか、それほど大きく変わってはいない

です。全体的に見ますと特に高いのが、5番目

の「健康づくりの推進と医療体制の充実」、10

番目の「消防・救急体制の充実」、19 番目の「快

適で暮らしやすい都市環境の整備」というもの

が過去 5年間満足度が高い数値となっておりま

す。逆に、13「魅力ある農林水産業の振興」、14

「活力ある商工業の振興」、15「企業誘致の推進

と新たな雇用の創出」が、過去 5年間満足度が

20％以下で低い数字となっております。全体的

にはこういった形になっておりますが、今回見

ていただきたいのは、赤い点線で囲んでいます

子育て、教育関連の項目です。1から 3 となり

ます。1が「子育てしやすいまちづくり」、2が

「豊かな学力と生きる力を育む教育の充実」、3

が「文化の振興と生涯学習の充実」となってお

ります。見てわかりますように、昨年より値の

ポイントが下がっていますが、過去 5年間で見

れば 2番目の高さとなっております。特に特出

しているのは 3番です。昨年も説明させていた

だきましたが、3番の「文化の振興と生涯学習
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の充実」ですが昨年は 56.1％と高いポイントと

なっております。これは恐らくミライ on の開設

によるものと推測しております。

それでは政策 1の「子育てしやすいまちづく

り」の説明をしたいと思います。ページを戻っ

ていただいて 2ページ目をお願いいたします。2

ページ目の方に「満足度」、「不満足度」につい

て細かく記載をしております。「男女別」、「年代

別」、「地域別」に分けております。まず 1番の

「子育てしやすいまちづくり」は男女別でみる

と、男性の方が満足されている方が多く、年代

別で見ると 30 代、40 代、50 代の方の満足度が

高いのですが、逆に右側を見ていただくと分か

りますように、この 30代、40代、50 代の方は

満足されている方も多いのですが、不満と思っ

ている方も多いです。年代でやはりこの政策に

対して関心を持っているということが推測でき

ます。地域別におきましては、三浦、鈴田地区

が高い値となっており、逆に萱瀬、松原地区の

満足度が低い数値となっております。

続きまして 3ページ目をお願いいたします。3

ページ目は政策 2「豊かな学力と生きる力を育

む教育の充実」と記載しております。こちらも

男女別で見ますと男性の方の満足度が高くなっ

ています。年代別で見ますと 10 代の方が突出し

て満足度が高くなっております。逆に不満足度

の方は、40 代、50 代の子育て世代が不満を持っ

ている方が高い数値となっております。地域別

で見ますと福重地区の満足度が高くなっており

ますが、松原地区では満足度が数値的に低くな

っております。

続きまして 4ページ目をお願いいたします。4

ページ目は政策 3「文化の振興と生涯学習の充

実」でございます。こちらは特に男女別、年代

別で大きな差はありませんが、10 代の方が少し、

40代の方が高い数値となっております。地域別

で見ますとなぜか分かりませんが、松原地区が

満足度の方がやや低くなっております。

続きまして 6 ページをお願いいたします。6

ページ以降は今回のアンケートの一番最後に大

村市に対して自由意見としてお願いしておりま

す。この中で厳しいご意見もいただいておりま

す。これにつきましては、誹謗中傷や個人情報

以外のものは全てそのまま記載しております。

その中でも今回は子育てに関することを 6ペー

ジに、8ページには学校教育、9ページには社会

教育関連のものを分野ごとに記載しております。

かなり厳しいご意見をいただいておりますけれ

ども、こちらにつきましては各部長、各課の方

にも通知をし、こういった厳しいご意見を聞い

て真摯に市政に取り組んでいきたいと考えてお

ります。説明は以上でございます。

大村市長 園田 裕史

ありがとうございました。こちらは教育子育

てに関する満足度調査の結果のご報告をさせて

いただきました。先般、大村市総合開発審議会

という総合計画を決める会議体がありまして、

以前船橋委員もご就任いただいていたのですが、

その中でも全分野の状況報告をさせていただき

ました。実はこのアンケートの自由記述の部分

については、まだ山ほどありまして、様々な分

野にわたって、ホームページに全部載せていま

す。私も毎年厳しく怒られる内容が書いてあっ

たり、非常に貴重なご意見を頂戴してありがた

いと思っております。これを全部読みながら、

来年から取り組まなければならないなとか、来

年に改善をして制度を変えなければいけないな

など、ヒントが満載です。そのひとつひとつを

丁寧にしっかり見ていって、市として対応して

いかなければならないなと思っているところで

す。この結果を踏まえて、ぜひ教育委員の皆さ

んからご質問や、これはどうなっているのかな

ど、自由記述の中でこの部分が気になるとか、

もしあられましたらご意見をいただければと思

っております。

教育委員 中嶋 剛
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各 3つの分野に入る前に、市長さんにお聞き

したいことがあります。この第五次の総合計画

の進行管理について、これを把握するために市

民に調査を行っているということですが、満足

度を見てみますと、5ページの左の下に参考で

平均値が令和 2年度は 34.51 となっています。

これは 20 何項目かを全部ひっくるめての数字

だと思うのですが、市長さんとして 34.51 とい

う数字は、まあまあ良くいっているぞと思われ

るのか、これは足らんなと思われるのか。この

総合計画は市の最上位計画ですよね。だから市

長さんの姿勢、これに直結すると思うのですが、

その点で 34.51 というものをどのように思われ

ますか。

大村市長 園田 裕史

ありがとうございます。総合計画は 10 年計

画で、5年の前期計画と 5年の後期計画でちょ

うど今年度から 5年の後期計画に入っていきま

すので、そう考えると当然私より以前の市長、

今から 5年前の総合計画があって、その数字が

ずっとありますので、基本的には前年度を更新

する数字を出していかないと駄目だなと思って

おりますので、今回の数字はとても満足できる

状況ではなく、やはり前年度を下回っていると

いうことは良くないなと思っています。数字に

はしっかりこだわって、前年度を更新するよう

にしていきたいと思っているのですが、改めて

この前の総合開発審議会、この総合計画を作る

審議会ですが、その中でも出たのですが、アン

ケートの内容や聞く項目、対象や取り方などを

もっと工夫してやっていった方が良いのではな

いかという意見がありまして、我々もちょっと

そのように考えているんですね。そうしていか

ないと漠然と抽象的なものを聞いても、何が課

題なのかというのが見えにくく、課題を改善す

ることもできません。この調査を実施したのは

令和 3年度なのですが、内容は令和 2年度の満

足度調査で、昨年度のことを聞いた調査になり

ます。今年度から後期が始まるので、来年度取

るアンケートは、後期が始まった初年度から取

れますので、そこでアンケートの内容を思いっ

きり変えたいなと思っています。いずれにして

も前年度を下回っているということからすると、

数字上とても満足はできていない状況でござい

ます。

教育委員 中嶋 剛

市長さんが自ら率先して市民を引っ張ってい

る姿を日頃から目にしていますので、本当に良

いなと思っているのですが、私はこのアンケー

トの回答数が 1,196 で、これで本当に満足度等

の調査ができるのかなとこれを見た瞬間に思い

ます。といいますのは、4割しか回答がなかっ

た訳ですからね。今回、3,000 人に配布という

ことですが、もう少し回答数を増やすためには、

5,000 人に配布して 4割で 2,000 人の回答が得

られる。そうするともう少し詳しい調査ができ

るのではないかと思いますが、増えれば増える

ほど事務局の集計が大変だろうと、これは分か

ります。出すのも大変だし、集計するのも大変

だろうと思いますが、その点でこの人数で良い

のかなと思っております。それともう 1つ、例

えば 2番目の「豊かな学力と生きる力を育む教

育の充実」という項目ですが、10 代から 70 代

以上まで幅広くどうですかと求めている訳です

ね。実際に現役を退いている方など、学校の今

の状況がどうなのか果たして知っておられるの

か、学力がどの程度あるのかどうか知ってらっ

しゃるのか、そういう点が心配になります。こ

の調査をするならば、私は現ＰＴＡにした方が

一番はっきり出ると思います。そういう点がそ

の取り方で良いのかなと。先ほど市長さんがい

ろいろと考えているということをおっしゃって

いましたけれども、私もちょっと考えた方が良

いかなというふうに思います。

大村市長 園田 裕史

ありがとうございます。
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企画政策課長 石山 光昭

今回の回答率ですが、まず人口が 10 万人の場

合、統計学的に信頼できる数値というのがあり

まして、統計学的には 10 万の場合は 1,000 とい

うことであればその数字は信頼できる数値とな

ります。2,000、3,000 取ってもそれほど大きな

差は出ないということで言われていますので、

1,000 という数を切らないように頑張っている

ところで、これを落とさないようにスマホで若

い方が簡単に回答できる形で工夫をしながらや

っているところでございます。

大村市長 園田 裕史

今、事務局からあったように統計学的に信頼

できる数字ということになっているようです。

だから 3,000 人に配って 3 割、4 割の回収で

1,000 前後ということなのです。この間の総合

開発審議会の時もそうだったのですが、先生が

おっしゃるようにアンケートの取り方と、もう

1つ考えないといけないことが、市役所の新庁

舎のアンケートを市民の方から取った時に、同

じように地域別に細かい統計学的なアンケート

調査を当てはめたら 6,700 とかで 7,000 弱だっ

たんですよね、アンケートを配ったのが。あれ

は市役所の場所だから地域別に繰り上げていた

だいて、7,000 弱の数になったのですが、おっ

しゃるように統計の取り方というのがあると思

うので、その辺は来年工夫をしていきたいと思

います。市民満足度調査で数字とご意見をもら

うということは極めて重要なことなので、1,000

人だから 3,000 人で三分の一で大丈夫だという

ことで終わらせずにちょっと研究したいと思っ

ております。先生のご意見を踏まえて。もう一

点の 70 代の方々を含めて、同じテーマを聞くこ

とはどうかなということもあられると思います

けれども、これは多分教育委員会の方で、保護

者、現役のＰＴＡには、今の学校教育の中身に

ついてアンケートを毎年実施されていなかった

ですか。市で統一してはいなくて、学校毎にし

ているということですね。私も保護者としては

答えていたのですが、学校毎にしてあったりす

るので、そういう部分をまた、学校毎の分を教

育委員会で把握をして取り組んでいくことと思

いますので、いずれにしても現役の方々の声を

聞くというのは、ちょっと設けていかないとい

けないなと思います。その部分はまた教育委員

会の中でもんでいただければなと思います。

企画政策部長 渡邉 真一郎

それからもう 1つですが、今回、令和 2年、

令和元年度に比べると若干数字が落ちていると

ころがございますけれども、市としても今回コ

ロナの影響もありまして、いろいろな施策に伴

う事業を中止したりとか、延期したりというも

のもございまして、全体的に昨年より若干下が

っているのはその辺の影響があるのではないか

と考えております。

大村市長 園田 裕史

冒頭にコロナのせいにするなと挨拶しながら、

こういう説明をするのが大変心苦しいのですが、

要は政策によっては、何々のイベントに何人来

場者が来るとか、啓発イベントにたくさん来て

もらうなどの評価の項目があったりするのです

が、それができなかったりすると、単純に何も

していないから数字が上がらないということも

あったりするので、しっかりと進めていきたい

と思います。コロナを言い訳にしないというこ

とです。

これについては私もじっくり心を痛めながら

読ませていただきました。ただ何度も言うよう

ですが、船橋委員もそうですがホテルの経営な

どでもお客様のご意見というのはクレームも含

めて大事なことで、厳しいご意見があり、思う

こともたくさんあるんですけれども、それを真

摯に受け止めてやっていかなければならないと

思っているところです。後でじっくり読んでい

ただければと思いますし、ホームページをご覧

いただくと全分野いろいろなことが書いてあり
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ますので、ぜひご興味を持って見ていただけれ

ばと思います。

それでは次の協議事項に入っていきたいと思

います。教職員の働き方改革についてでござい

ます。いろいろな取組みが国や県から降りてき

たり、大村市としても取り組んでおりますので、

その点について改善があったのかどうか現在の

状況を事務局から説明をお願いいたします。

学校教育課長 橋口 智秀

横長の「公立学校における働き方改革の推進

（文部科学省）」という資料をご覧ください。こ

ちらの方は文部科学省が一枚ものとして示して

います。公立学校における働き方改革の方針等

を示したものです。上半分は文部科学省として

こういったことに取り組みますよといったもの

を示したものです。まず一番最初に挙げていま

すのが、勤務に係る制度（給特法）の改正とい

うことで、令和元年に給特法が改正されており

ます。その中で右側に点線で囲ってありますが、

超過勤務の上限というものが設けられまして、1

か月あたり 45 時間以内、1年間で 360 時間以内

にしましょうということで示されたものです。

これにつきましては、県教育委員会の方も令和

7年度までにこの数値に達成できるように取組

みを進めていきましょうということでいろいろ

な政策等を進められているところです。この具

体的な政策が次の青い四角枠で書いてあります

が、まず最初に「教職員定数の改善」本年度か

ら 40 人から 35人へ引上げということで進んで

おります。そして「教科担任制の推進」という

ことで中学校は教科担任制を導入しております

が、小学校の高学年へも広げましょうという制

度です。次に「外部人材の配置支援」ですが、

スクールサポートスタッフやＧＩＧＡスクール

サポーターといったものを配置していきましょ

うというものです。その次に「部活動の見直し」

で、現在、部活動は各学校単位で行っておりま

すが、これを地域のスポーツクラブ等での移行

を徐々に進めていきましょうという政策です。

次に「教員免許更新制度の検証」です。教員は

何年かに 1回免許を更新することを義務付けら

れていますけれども、ここの負担をできるだけ

減らしていくような制度に変えていこうという

動きが今あります。次に「ＩＣＴ環境整備の支

援」、ここはＧＩＧＡスクール構想ということで、

1人 1台タブレット端末が配備されています。

着実に学習環境としましてＩＣＴが進んでいる

ものと思っています。その次に「学校向け調査

の削減」、国、県、市教委が求める学校への調査

がありますけれども、ここもスクラップ＆ビル

ドで随分整理されているところです。最後に「全

国学力・学習状況調査のＣＢＴ化」ということ

ですが、これはタブレットを使ってデジタル化

した調査へ変えましょうという動きが今進んで

いるところです。いずれにしましてもまだ半ば

でございまして、今後国からのいろいろな政策

が下りてくるのではないかと考えているところ

です。中ほど下の方に教育委員会として取り組

むことということで、勤務時間の客観的な把握、

ＩＣカードやタイムカード等で教職員の勤務時

間を客観的に把握しましょうということです。

ここについては、統合型校務支援システムが大

村市に導入されましたので、これによりまして

現在、勤務時間を管理しているところです。こ

の数字についてはこの後ご説明いたします。そ

れから一番下に学校として各業務の見直し・削

減、あるいは地域との連携というものが謳われ

ているものです。

次の資料をご覧ください。大村市の教職員が

どれくらい超過勤務をしているのかというもの

を示しているものが次の表になります。表の右

側と左側があり、左側が小学校の教職員、右側

が中学校の教職員についてまとめたものです。

上から1か月あたり80時間を超える超過勤務の

教職員の数で、小学校と中学校を見ていただく

と分かりますように、中学校の方が非常に多い
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ということが分かると思います。これはどうし

ても部活動の時間が加わりますので、どうして

もこれだけの数が増えてしまうということにな

ります。一番下の 5 番の方に 1 か月あたり 45

時間超えの超過勤務者の数を示しておりますが、

小学校、中学校延べ人数ですが、多くの教職員

が残業をしている状況にあります。ただ平成 30

年度から令和 3年度まで縦に並べておりますが、

傾向としましては毎年徐々に減少傾向にある状

況で、超過勤務の改善が徐々にできている、ま

た意識改善が進んできているということが見え

るのではないかなと考えております。説明は以

上でございます。

大村市長 園田 裕史

ありがとうございました。今、国、県、また

本市での取組み等々の説明があって、具体的な

数字もこれまでの 4年間でまとめられています。

率直に皆さんからご意見やご質問等ございませ

んでしょうか。

教育委員 佐古 順子

今、説明いただきました文部科学省の資料 2

－1 に「外部人材の配置支援」というものがご

ざいますが、この中のスクールサポートスタッ

フ、この方々が現在どれくらい配置されている

のか、また配置されている学校でどんな仕事を

なさっているのか、小学校、中学校別に教えて

いただきたいと思います。

大村市長 園田 裕史

事務局からよろしいでしょうか。

学校教育課長 橋口 智秀

現在、教員補助員が 54 名市内にいらっしゃい

ます。これは学力向上補助員、低学年補助員、

特別支援補助員を含めて 54 名、市内に配置して

おります。それとスクールサポーターというこ

とで、中学校に 3名配置しております。これは

フッ化物洗口が中学校で昨年度から導入される

ことになりましたので、それに伴ってフッ化物

洗口のお手伝いをいただくために中学校に 3名

入っていただきまして、今 2校掛け持ちでフッ

化物洗口の補助等にあたっていただいています。

基本的にはフッ化物洗口の補助だけではなく、

教職員の印刷物の手伝いや教材作成等々の補助

的なお手伝いをしていただいたり、いろいろな

面で時間を有効に使えるように補助をしていた

だいているところです。

教育委員 佐古 順子

中学校で 3名ということは、小学校にはいら

っしゃらないということでしょうか。

学校教育課長 橋口 智秀

はい、中学校は 6校ございますので、3校に

は常時配置しておりませんが、1人で 2 校掛け

持ちしていただいております。小学校には配置

がありません。

教育委員 佐古 順子

中学校は給食のお手伝いなどはあまりないと

思いますけれども、小学校では例えば印刷物の

補助の方はいらっしゃるのでしょうか。

学校教育課長 橋口 智秀

スクールサポーターのような方は配置されて

おりませんけれども、事務補助の方は大規模校

に配置されています。ＰＴＡ補助を兼ねた方で

すが、印刷物等のお手伝いをしていただいてい

るところです。

大村市長 園田 裕史

よろしいでしょうか。

教育委員 佐古 順子

ここに書いてありますように、スクールサポ

ートスタッフなどを充実することでも働き方改

革にもつながると思います。

大村市長 園田 裕史

ありがとうございます。私も市長にならせて

いただいて 6年弱経過するのですが、最初に就

任した時は、現在小中学校に補助員の方が 54

人だったのですが、もっと少なかったのです。

ご承知のとおり少し落ち着きがなかったり、個

別に支援を要するお子様たちが、全国的にも各
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学校で徐々に増加しており、低学年の時には特

に注意が必要であったり、クラスの運営や授業

に支障をきたしたりという場面もあって、補助

員の数を増やしてくださいと教育委員会から予

算要求に上がってきていまして、いろいろな形

の中で整理をしていって、徐々に徐々に上げて、

今 54 人という状況です。実は教育委員会からは

もっと補助員を増やして欲しいと要求があって

いますが、そこは毎年毎年協議をしております。

いろいろな考え方があると思いますので、希望

どおり全クラスに 1人ずつ補助員をつけるとい

うことは不可能ですし、どこかでメリハリを持

たないといけないなと思いながら予算をつけて

いるようなところがあります。あとは現場の声

というものを十分にお聞きして配置をしていか

なければならないなと思っているところですの

で、ここについてはしっかり市側としても考え

ていかなければならないところだと思います。

あわせて中学校のフッ化物洗口というのは、導

入する時に教育長から強く訴えがあり、導入を

するということだけだと単に教職員の負担増加

となりますので、安全管理も含めてしっかり補

助員をつけるということで中学生のフッ化物洗

口の実施に踏み切っておりますので、ここはス

タートと同時にしっかり対応を進めていきたい

と思います。総合教育会議では時間が限られて

いますので、ぜひ今後の教育委員会の方で、そ

の辺を皆さんの中でも注目して見ていただけれ

ばなと思っています。補助員の話ですね。中嶋

委員もいらっしゃいますが、昔と比べたら増え

ていっているんですね。昔は補助員の先生とい

うのはいらっしゃらなくて、先生が対応してき

ていて、確かに大変な状況だったと思うのです

が、落ち着かないお子様などが増えていて、学

校に読み聞かせとかに行った時に本当に落ち着

かない子がいるなと、授業は確かに大変だなと

思ったり、サポートの先生や補助員の先生がい

らっしゃるとだいぶ違うなとか思ったのですが、

その対応に人を全部つけていくことは、現実的

にできないので、どういう対応が必要なのかな

と協議をしていかなければならないなと思って

いるところです。

教育委員 佐古 順子

先生方の事務的な仕事を減らしていくという

ことですね。先生方でしかできない仕事と、先

生でなくてもできる仕事があると思います。先

生でなくてもできる仕事をスクールサポーター

の方にしてもらったとしても自宅に持ち帰って

仕事をなさらなければならないこともあるかも

しれません。

大村市長 園田 裕史

極めて重要なところだと思いますね。増強し

ていきたいと思っています。他に皆さんからあ

りませんか。

教育委員 中嶋 剛

この資料の 1ページ目に「公立学校における

働き方改革の推進」ということで文科省が書い

ていますけれども、文科省は良い表現をしたな

と思います。というのは、「学校における働き方

改革は、特効薬のない総力戦である」と、すご

い表現をしています。確かにそのとおりですね。

特効薬はありません。私もある書物に書きまし

たけれども、確かに今、マスコミ等で使われて

いる「教員ブラック」という言葉をご存じです

か。「教員ブラック」、これは、マスコミ等で使

われている言葉です。教員の世界というのは若

者に本当に人気がない。それはなぜかというと、

以前に比べて子供たちが多様化している、保護

者も多様化している。そして、生徒の学習意欲

の低下もある。また、教師の長時間労働がある。

そして情報化への対応の遅れがある。少子化、

人口減少による悪影響がある。また、現在では

感染症や自然災害への対応等、本当に難しい課

題が目白押しです。これを全部教員でやりなさ

いというのは本当に無理な話です。だから教育

委員会は一生懸命に市長部局に相談をして、お
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陰様で今おっしゃったように補助員等がどんど

ん増えてきているということですよね。この働

き方改革には、本当に教員の世界というのは、

特効薬がありません。橋口課長さんの説明の中

に、だんだん良くなっているとおっしゃいまし

たけれども、例えば 2 枚目の一番下の 5番「1

か月あたり 45 時間超過勤務者数」、この令和 3

年度を見てください。6月は 132 人です。増え

ているでしょう。だからここは全て教頭先生、

あるいは副校長先生、あるいは主任、あるいは

主幹教諭等々が本当に遅くまでやっているんで

す。ひとつの例を言えば、朝 7時に出て、帰っ

てくるのはだいたい夜の 8時、そういう現実が

あります。家を出てから 13 時間、このように本

当に教員の世界というのは、真面目にやればや

るほど遅くまでかかります。働き方改革では文

科省が対策の取組みの推進をしていますけれど

も、これらが確実に実現されれば少しずつは減

っていくだろうなと思うのですが、私はまだま

だだなというふうに思います。

大村市長 園田 裕史

ありがとうございます。今の厳しいご意見を

しっかり受け止めまして、文科省がというとこ

ろもありますけれども、実は 8つある中で教職

員の定数の改善というのは、長崎県独自に取り

組んでいたりして、先行して国の方針を先取り

してやってきたりということもあったり、長崎

県としてもしっかり先んじて取り組んでいるこ

とでありますので、他も含めて進めていかなけ

ればならないかなと思います。数字においては、

2ページ目の一番下のところの概況の下にコロ

ナで休みになった時に、臨時休業や部活動休止

期間中に残業が減ったとあって、これが顕著に

現れているということは、超過勤務の理由のほ

とんどが部活動指導ということで書いてありま

すので、ここについては 1ページ目の右の部活

動の見直しと部活動指導員の活用などいろいろ

とあるのでしょうけれども、その辺を今後どの

ようにやっていくかということになってくるの

かなと思っていて、中学校についてはここが今

後の大きな変化のポイントかなと思っています。

ただ、私の個人的な考えなのですが、オリンピ

ックを見ていて、オリンピックをなんで応援す

るのかなと思っておりまして、日本代表だから

応援するんだと思うのです。だから中学校の部

活動で、例えば私だったら大中、前田委員だっ

たら西中、それか何々スポーツクラブというこ

とでやられた時に、中総体の自分の学校を代表

してという感動と子供たちの学びというものが

なくなるのは寂しいなと思いながら、この部活

動のスポーツクラブ化というのは、私はちょっ

とやめてもらいたいなと個人的には思っていま

す。いずれにしても目的はそこの負担の部分を

どう減らすかということだと思うので、やり方

はいろいろとあると思うのです。その辺をぜひ

文科省の指針にとらわれず、市として取り組め

るところはしっかり取り組んでいきたいと思い

ます。皆さんから他にご意見はないでしょうか。

教育委員 佐古 順子

先ほどの市民満足度調査結果の資料 1の 8ペ

ージの 9番についてお聞きしたいのですが、こ

の 7時 25 分の開錠は正門の開錠なのか、校舎の

開錠なのか。校舎が開錠されれば子供たちが教

室に来るでしょうし、不審者等の対応を含めて

これを今後検討していただければ、教職員の働

き方改革につながっていくと思います。

大村市長 園田 裕史

ここについては、以前はもっと早くから、こ

れは正門ではなくて、校舎を開けるのが 25 分と

いうことですよね。

教育政策監 西村 一孔

校舎の入り口、あるいは教室の鍵を開ける時

間だろうと思います。

大村市長 園田 裕史

以前であれば 7時ぐらいから早く開いていた

のに、25分からしか開かなくなった。大村には
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自衛隊もあり、自衛隊に勤務する親は 7時前か

ら勤務しているので以前の時間に戻してほしい

ということですよね。

教育政策監 西村 一孔

結局、校舎の開錠とかは、ほとんど教頭先生

がされている作業なのですね。教頭先生の働き

方改革を何とかしたいということで、あまり朝

早くから来て鍵を開けるという作業は、教頭先

生にさせる必要はないのではないかということ

もあって時間をずらしているんですが、ただ 10

番のご意見では早すぎるということもあるんで

すよね。両方あるのでどうしたものかなと思っ

て読みながら考えていたのですが。

大村市長 園田 裕史

確かに私も保護者の方々から聞いていて、小

学校では特にものすごく早い時間に行って遊ん

でいる子もいて、早く来すぎたら駄目よと先生

から言われて、でも親は共働きで早く家を出て

いるから子供も早く出ることもあったりするの

ですが、以前も教育委員会ではなくて、これこ

そ働き方改革で、こちらでどうにかできないか

なと思って、以前検討したことがあったのです

が、多分先生たちの時代の昔々は近所の家の人

が鍵を開けに来ていた時代もあったのですよね。

そういうふうにできていたこともある。それを

今できないのかなという検討がもうひとつ必要

かなと。

教育委員 中嶋 剛

その前は、守衛さんが開けていましたね。

大村市長 園田 裕史

そういう方法が以前はあったのが、多分それ

もけしからんという話になったのか分かりませ

んが学校の先生が開けることになったという時

代背景があって、例えば今、ご高齢の方はすご

く元気だし、シルバー人材センターの方にご活

躍していただいているので、出張所は今シルバ

ー人材センターの方が鍵の開け閉めをしていま

す。私は出張所の管理人の息子だからよく分か

ります。朝、鍵を開けに行くのが私の仕事で、

夜、鍵を閉めるのも私の仕事だったのです、竹

松住民センターは。でも管理人室もなくなって、

シルバー人材センターの方が開け閉めをしてく

ださっています。同じようなことを学校でもで

きれば、だいぶ朝晩、教頭先生や副校長先生の

ご負担が改善できるのではないかなと思ってい

まして、それだけやるのはもったいないので、

例えばそこで昔の遊びをシルバーの方が子供た

ちに教えたりとか、そういったことができると

また違うのかなと思っておりますので、何か方

法を考えたいと思います。

教育委員 佐古 順子

資料 2に書いてありますけれども、公立学校

における働き方改革の推進で「教師が教師でな

ければできないことに全力投球できる環境整備

が必要」とあります。そういうところが進んで

いけばと思います。

大村市長 園田 裕史

ちょっと、市として考えますね。

教育委員 船橋 修一

なかなか民間人として、教育のことに芳しく

ない言葉を言うのは気が引けるのですが、この

働き方改革というのは我々も含めてすべてに関

わってきているのですよね。よく思うのですが、

学校と同じようなことが我々民間でも起きてい

て、簡単に時間を削減できないから長時間やっ

ているということもありますよね。この時に、

そもそも論ですけれども、なぜ働き方改革で 45

時間とか基準を設けるのかという議論がないま

ま、この時間だけが手段の目的化となりつつあ

ります。ひとつ言えるのは、これは教職員も民

間人も 30年前と何が違うかというと、山ほど学

ばなければならないことがあるということです。

今は九州教具の社員でも山ほど勉強しなければ

ならない。仕事以外のことについても。そのた

めに時間を取らないといけないということが大

前提なのですね。どうしても仕事の優先順位を
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つけて、危険なのはアンケートであがったこと

を全ては解決できないので、先ほどのアンケー

ト調査もそうですけれども、満足と同数の不満

足は必ず出てくるというのは原理原則なんです

ね。ある方の意見を立てれば、ある方は不満に

なるということで、そこで大方針としてどうい

うふうに持っていくのかということで、これだ

けのことをやるのであればこれだけの不満は致

し方ないという割り切りが必要ですね。それを

現場に全部任せるのは大変ですよね。それと同

じように、仕事でもカットしなければならない

ものは必ず出てきますね。それをやらずにやれ

れば良いのですが、それはやれないので、どこ

かで今までやってきた当たり前のことをする。

それも議論が必要になって、そして何をやらな

ければならないかといえば、恐らく現場の先生

方は 40 分の授業が授業時間ではなくて、そこで

教えるためのいわゆる前座、前の段階、自分の

間合いも含めて、そこに多分全力を与えるため

のプライベートな時間だと思うんですね。だか

ら何でもかんでもやらせるという事を大方針と

して削減していく必要があると思います。恐ら

く部活という問題は出てくるでしょうし、逆に

諸外国ではどうなのかという調査も必要でしょ

うし、それと補助員の問題、当然いろいろな子

がいますから人間しかできない対応もあるでし

ょうけれども、我々からみると学校現場という

のは、ものすごく雑事が多いなという気がしま

す。これは小学校から大学までを含めてですね。

我々の感覚であれば、あんなのはどこかのセン

ターで全部やれれば、各学校がＩＣＴをこれだ

け有しているのであれば、相当雑事は解決でき

るところが山ほどあると思います。結論的に言

うと、これまでの仕事を全部削っていって 45

時間以内にするのではなくて、どこかの時間を

大幅に削って、どこかの時間を優先的に作って

あげるという方針がないと、現場の先生は大変

だと思います。この間、黒木小に行って 2クラ

ス違う学年の授業を 1人の先生がしているのを

見て結構衝撃でした。全く違う内容ですね。そ

こで結構技術的だと思いましたね。ものすごく

スキルが高いなと思いました。多分スキルが高

い先生なのでしょうけれども、あのような方を

育てていくための働き方改革という方針が必要

だなと思いました。ぜひアンケートに惑わされ

るのではなくて、意図的にこうやれば満足が出

るし、不満が出る。不満はゼロには絶対になら

ないので、そこは考えられたら良いと思います。

大村市長 園田 裕史

ありがとうございます。今、お話を聞きなが

ら確かに民間企業というのは、削減をするとこ

ろは企画をばっと洗い出して、ここを削ると時

間の短縮ができるとか、コスト的にも短縮でき

るとかやり方がありますね。例えば学校の現場

の中でも今までも十分されていると思いますが、

もう一回、先生ができるところとここは先生が

しなくても良いのではないかというところなど

を洗い出して、その部分を事務効率や事務作業

で省けるところは省いて、洗い出しをもう一回

整理して、こういう方法を使えば改善できると

か考えていかなければならないですね。

教育委員 船橋 修一

そうですね、考えていかないと複雑化してい

ますからね。

大村市長 園田 裕史

ぜひその辺も、お金がかかることは我々も相

談をしながらになるのでしょうが、もし、例え

ばそういう機械を入れて、それを入れたから一

発で残業時間が改善されるとかの雑務、雑用が

あったりするかもしれないですよね。あります

か、政策監。

教育政策監 西村 一孔

この働き方改革については、随分前から学校

現場にも降りてきていまして、各学校で校長、

教頭等が中心となって業務を見直そうというこ

とで、いろいろと洗い出して、これはカットし
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ようとかこれもいらないとか、そういうカット

をいっぱいやってきた後にまだこの状況です。

やはり先生たちというのが従来子供のためにや

ってきたことをやらなくなったら学校じゃない

ということで、結構こだわる先生方もいらっし

ゃるものですから、なかなか厳しいものがあり

ますね。

大村市長 園田 裕史

本当にありがたいことでもあるし、そこの見

方もありますよね。先ほど部活の話のときに、

私が思っていることをお話したのですが、前田

委員どう思われますか。例えば中学校の部活動

がクラブ活動みたいになったら。

教育委員 前田 愛

クラブ活動にしたら、もっと長く練習ができ

るのかなと思いますが、今はだいぶ一昔前から

したら休みも増えましたし、学校閉庁日もある

ので、10 日から 18 日まで部活動ができないと

いう状況があったりします。数年前の吹奏楽部

が、365 日のうち 364 日は練習していたよとい

う時代もありました。それからすると、練習が

半分くらいになっていると思っていますので、

例えばコンクールで金賞を取るとかになると今

の練習時間では足りないのではないかというの

はありますね。

大村市長 園田 裕史

練習時間が増えて欲しいということもあると

いうことですよね。逆にね。

教育委員 前田 愛

そういう保護者さんもおられますね。一部を

外部に頼めばもっと練習できるのかな、という

のは正直あります。働き方改革は教員のなり手、

教育の質を維持向上させるためにも必要だと思

います。毎年、病んでお休みされる先生も増え

ていると思いますが、子供たちには疲れた顔を

見せるのではなくて、生き生きとした先生の姿

を見せてほしいと思いますので、現場の先生の

声を聞いて改革したり、また小学校、中学校も

たくさんの行事があると思いますけれども、そ

れをもっと見直しても良いのかなと思います。

ひとつ例をあげるとすると、私の個人的な意見

なのですが、家庭訪問はなくても良いのかなと

思ったりもしています。実際に廃止したという

ところもあるみたいですので、希望制、学校で

の面談、保護者が学校にいって面談をする、私

はこれでも全然良いかなと思っています。

大村市長 園田 裕史

今、コロナで家庭訪問がなくて、学校での面

談になっていますよね。吹奏楽部は確かに、1

日吹かなかったら、それを取り戻すために 3日

かかるとかですね。

教育委員 前田 愛

休みの日は持ち帰って練習したりしています

ね。

大村市長 園田 裕史

いろいろと本当に部活動を含めてですね。

教育委員 中嶋 剛

部活動の点ですけれども、橋口課長さん、現

在のコロナのため勤務時間内は学校の部活動と

して、勤務時間を過ぎたら社会体育に移行する

とか、これは現場に私がいた頃はそうでした。

それが今もありますか。それともうひとつは、

中体連等が教員でなければ監督ができないとい

うのも以前はありましたが、それが今もあるの

かどうか。この 2つについて教えてください。

学校教育課長 橋口 智秀

その整理については、今も変わっておりませ

ん。勤務時間が 4時半までは学校の部活動とし

て、4時半以降は社会体育として保護者が運用

をする部活動ということで、基本的な考えをも

って実施しています。中体連についても、これ

は競技によっても違いますが、必ず教員が顧問

としてつかなければならない。監督が入る競技

は、監督、コーチでも良いということかもしれ

ませんが、ほとんど場合は教員が必ずつかなけ

ればならない。そこも変わっておりません。
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教育委員 中嶋 剛

そういう現実がまだあるということなんです

ね。だから外部の指導者を入れるということは

本当に大村市でできるのかどうか。私はバレー

だったのですが、バレー関係を外部指導者に言

って、何時から何時まで指導に行ってくれない

かとお願いするのですが、今の人達は仕事を持

っていますから、常時行けない、と。、そうする

と外部指導者の役をなさない訳ですよね。その

点が非常に難しいなと思います。

学校教育課長 橋口 智秀

補足ですが、その文科省のところに示してあ

ります部活動指導員につきましては、大会の監

督として教員の代わりにつくことができるとい

うことで、これは国の制度として定めてありま

すので、そこだけは以前と変わってきている部

分です。ただやはり人材として探すということ

は難しくて、一般の職業を持ちながら外部指導

員として指導するのは良いけれども、部活動指

導員としてやることになると兼業になってしま

ってなかなか難しいとか、そういうことで人材

を確保するということは、なかなか難しい課題

かなと思います。

大村市長 園田 裕史

ありがとうございます。いずれにしても目的

をどこに持っていくかということで、数字にだ

けこだわるだけではなく、方針を立ててひとつ

ずつ取り組んでいくということをしなければな

らないと思っています。先ほどの部活動の話も

そうですけれども、部活動の目的があって、保

護者や生徒が望むことを実現できるやり方をど

うやったらできるのかを考えて、その中で先生

方の働き方改革をしながら、という方法が取れ

れば一番両方にとって良いので、今、本当に大

きく転換しているような時期なのかなと思って

いますので、教育委員会の中でもそうですし、

我々としてもその部分に対して予算が必要とな

る部分はしっかりと対応していかないといけな

いなと思いますのでよろしくお願いいたします。

すみません、私の冒頭の話が長すぎて時間配

分が悪くて最後のテーマがもうあと 5分しかな

いのですが、協議事項(３)「地域における学校

の在り方について」でございますが、特に資料

はありません。というのも、以前から皆さんか

らご意見をいただいてきており、今後、福重小

学校の学校の建て替えが始まっていきます。学

校施設が老朽化していきますので、計画的に進

めていくのですが、これについてはまずは福重

小学校、続いて三城小学校、そして中央小学校

ということである程度計画をし、令和 40 年ぐら

いまでかけて建て替えたり、長寿命化したりと

いうことでやっていきます。それが福重から今

後スタートしていくというところで、以前も皆

さんからお聞きしましたけれども、私としても

とにかく地域に開かれた学校の運営、在り方と

いうものを進めていきたいと思っております。

コミュニティの場であったり、避難所として運

営ができたり、先ほども言った地域の人と子供

たちが触れ合う場所だったり、いろいろな催し

があったり、建物を建て替えるというのは 4、

50 年に 1回しかないので、福重小学校から始ま

るのですが、そういう取組みをしていきたいと

思いますので、ぜひこの後の教育委員会の中で

も詳しくご説明があると聞いていますので、そ

の中でも皆さんからご意見をいただきたいと思

っております。ちなみにこれも後で説明がある

と思いますけれども、放虎原小学校は長寿命化、

西大村中学校の体育館はすごく傷んでいたと思

うのですが、ここも建替えが決まっていますの

で、思いっきりライオンキングを踊っていただ

けるような体育館になるように進めていきたい

と思っております。

すみません、時間も終わりに近づいてきてい

ますけれども、皆さんから特に福重小学校が地

域に開放された学校となることについてご意見

はありませんでしょうか。この後、教育委員会
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もあるのでその場でも述べていただければと思

います。私としては本当に今も大村というのは

すごく良い流れできているなと思っており、小

学校の隣に幼稚園があるという仕組みをずっと

取ってきていると思うのですが、小学校に進む

前から幼児教育と小学校の連携というのが果た

されていて、今時代が変わって保育園が多くな

ってきたから、そういうスタイルがなくなって

きてはいますけれども、以前は小学校の隣に幼

稚園というのが基本的なスタイルで、すごく良

かったですよね。ここから新しい小学校の運営

をしていくとなった時に、これもたまたま福重

小学校からなのですが、福重地区というのが、

私が市長になってからの間もそうなのですが、

「福重夏祭り」というのを福重小学校のグラウ

ンドで地域の方と一緒にされているのですが、

福重地区の防災訓練というのも福重小学校のグ

ラウンドで地域の方が集まって 1日かけて防災

訓練をされています。体育館に子供たちが泊ま

ったり、地域の活動が非常に活発なエリアの中

で小学校の建替えが始まりますので、ひとつの

モデルとして地域に開放して地域の方が来られ

る、そこで核家族の子供たちが地域のおじいち

ゃん、おばあちゃんと触れ合う。おじいちゃん、

おばあちゃんは子供たちと触れ合うことで生き

がいが生まれて元気が出る。何かあったらお互

いに助け合う。災害がある時は、学校にいけば

なんとかなるといって、皆安心できる。そうい

うコミュニティの場を、学校を中心としてやっ

ていきたい。それが例えば市内 15 校そうなって

いけば、市内 15か所にそういうコミュニティが

できるということになると思いますので、何か

あったら学校だということで、それは教員の負

担を増やすということではなくて、シンボル的

な地域の拠点というのが学校であれば、そうい

うことができればと思っておりますので、ぜひ

この案も教育委員会でももんでいただければと

思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。すみません。時間配分がよくなくて、事務

局にマイクを戻させていただきます。

企画政策部長 渡邉 真一郎

それでは、次第 4「その他」に移ります。委

員の皆様から何かございませんでしょうか。な

いようですので、次回は意見交換会という形で

10 月に開催を予定しております。後日改めて日

程等をご連絡したいと思いますので、その際は

よろしくお願いいたします。これをもちまして

令和 3年度第 2回総合教育会議を終了いたしま

す。本日は誠にありがとうございました。


